
失敗を恐れない 

先日、児童集会で計画委員の子どもたちが、朝遊びの（今のところの）実施断念を報告し

ました。授業開始のチャイム着席に、まだ学校として課題あり、という（今のところの）結

論を出したということです。（学校通信 No31「お試し期間という民主主義」参照） 

この勇気ある挑戦に、私は大きな拍手を送りたいと思います。 

教職生活三十数年。学校システムの中で提案される多くの計画は、「する」

前提だったなあ。つまり、「しない」という提案をしないことが暗黙の了解。

私たちは、失敗は大切と言いつつ、その実「失敗をさせない」学校システム

に子どもたちをはめ込んでいたのではないかと、痛く反省させられる今回の

出来事でした。 

それほど、私たちは成功という甘味を信望している、ということなのでしょう。 

先日、「βメンタリティー」という素敵な言葉と出合いました。神山まるごと高専事務局

長の松坂孝紀氏が提唱している考え方です。 

まず、β（べーた）と聞いて、私たち昭和生まれはベータマックスビデオテープを思い出

します。実は、βには、例えば「ソフトウエアのベータ版」といわれるような、開発途中や

完成前の試供品の意味があるそうです。つまり、いわゆる世の中には出せない未完成品とと

らえられがちなもの。 

しかし、βメンタリティーにおいては、この未完成なものを世に出し、それを最適になる

までアップデートしていく、という考え方だそうです。 

神山まるごと高専の松坂氏は、次のように書いています。 

「失敗を恐れて、１００％の完璧なものでなければ世の中に出せないという考え方に固執

してしまっては、チャレンジし続けることなんてできないんです。テクノロジーも日々進

化している現在、まずはここまでできたから勝負してみようといった考えをもち、チャレ

ンジし続けることを大切にしてほしいです。」 

なるほど、納得。 

ここで注目したいのは、メンタリティーだと言い切っていることです。つまり、心のもち

よう。未完成であろうが、もしかしたら失敗をしてしまうかもしれないが、大恥をかいてし

まうこともあるかもしれないが、やってみる、という心のもちようこそが大切なのですね。 

今回の計画委員会を中心とした朝遊び解禁という計画は、その意味ではベータ版。しかし、

今の楡木の子どもたちには、あっていなかった。だから、結論をもう少し先延ばしにするこ

とにした。もっと熟考の時間をもとうとした。 

そんな、子どもたちからのメッセージを、私は受け取りました。 

やはり、天晴
あっぱれ

です。 

２学期を締めくくる、本当に素敵な提案でした。 

２学期を終え、いよいよ本年度最終３学期が目前です。でも、今日からは、２週間ほどの

冬休み。いろんなことを振り返りながら、ゆっくりと余裕で過ごすことも大切ですね。 

2 学期をここに終えることができ大変うれしく思います。保護者の皆様のご協力大変ありがとうございました。 
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